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関する個別相談に対応している。主に相談にあたるのは専任の相談員 2 名で， 1 回45分の相談を 1































順位 単語 出現数 順位 単語 出現数
1 面接 9227 51 思い 1214
2 良い 6308 52 イメージ 1203
3 自分 5809 53 予定 1193
4 研究 5682 54 自己 PR 1191
5 エントリーシート 5321 55 テーマ 1156
6 何 4770 56 印象 1114
7 企業 4746 57 最終 1092
8 インターンシップ 4217 58 話題 1086
9 質問 4122 59 時間 1084
10 話 3765 60 OK 1077
11 興味 3621 61 学生 1068
12 就職 3462 62 記載 1043
13 あなた 3148 63 軸 1042
14 志望 3021 64 結果 981
15 経験 3010 65 エントリーシート添削 966
16 相談 2979 66 相手 963
17 仕事 2594 67 勉強 938
18 志望動機 2554 68 深堀 937
19 説明 2481 69 通過 930
20 応募 2403 70 公務員 924
21 結論 2398 71 キャリアサポートルーム 923
22 採用 2321 72 提出 920
23 具体 2300 73 進学 911
24 内容 2273 74 京大 903
25 参加 2201 75 多い 901
26 練習 2159 76 理解 898
27 就活 2152 77 落選 889
28 理由 2071 78 可能 874
29 フィードバック 1988 79 時代 872
30 活動 1940 80 最後 871
31 会社 1834 81 アルバイト 870
32 情報 1822 82 最初 863
33 助言 1818 83 強み 854
34 価値観 1744 84 答え 849
35 希望 1716 85 文章 844
36 選考 1654 86 目標 842
37 確認 1614 87 目的 837
38 現在 1574 88 技術 832
39 準備 1463 89 深い 825
40 模擬面接 1461 90 試験 820
41 事実 1450 91 言葉 813
42 必要 1423 92 紹介 811
43 業界 1410 93 指導 804
44 本人 1361 94 意味 797
45 大学 1356 95 専門 787
46 エピソード 1332 96 民間 756
47 問題 1288 97 メーカー 754
48 博士 1270 97 学部 754
49 内定 1257 99 選択 751



















































 相談日：相談年月日の変数。分析には2018年 4 月 1 日でセンタリングし，経過日数を表す連続変
数とした変数を用いた。変換方法のプログラムは太郎丸（2019）に従う。
男性ダミー：女性を 0 ，男性を 1 としたダミー変数。






2017年 2018年 2019年 2020年 合計
相談件数 578 1399 1126 370 3473
ワークライフ
バランス 6 9 7 5 27
給与 40 70 39 5 154
休日 12 17 8 1 38
残業 22 24 24 6 76
勤務地 10 53 34 5 102
福利厚生 11 22 18 3 54
待遇 4 11 17 1 33
合計 105 206 147 26 484
表 4 ．記述統計量
N=3473












表 3 で示す労働条件関連語の 7 つを足し合わせた出現数を従属変数とし，相談日を独立変数とし
た回帰分析を行なったところ，直線的な効果は検出されなかった（表 5 ）。よって仮説 1 は棄却さ
れる。また， 7 つの単語のそれぞれについて同様に回帰分析を実施したが，時間経過による有意な
効果は検出されなかった。
仮説 2 について，労働条件関連語を全て足し合わせた出現数を男性ダミーで回帰した結果を表 5









推定値 標準誤差 t p
切片 0.15*** 0.01 11.93 0.00
相談日 0.00 0.00 -1.81 0.07
R2	=	0.00，R2adj =	0.00
切片 0.13*** 0.02 7.68 0.00



























R2 0.00 0.00 0.00 0.01 0.00
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